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埼玉県川越市  1
!
!
はじめに 
!
　近年の「地方創生」や「町おこし」に対する意識の高まりを反映し、町の魅力創出によ
る産官学一体の観光振興事業への注目が増す中、我が国の高度経済成長期より町ぐるみの
活動を展開し、成功をおさめてきた川越市とその施策は常に一定の学術的・政策的関心を
集めるに至っている。 
　加えて、2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催決定を受け、大幅な外国人
観光客及び全国からの首都圏訪問者数の増加が見込まれる状況を背景に、東京都特別区だ
けでなく首都圏を構成する様々な地方公共団体が、観光振興を政策軸の一つとした戦略を
描く現状がある。 
　同様に、近年の市民によるNPO活動の増加や、指定管理者制度の導入を経て益々高まる
「官から民へ」の意識を考察する場合、その先駆けとして産官学三位一体で町並みや伝統
催事といったハードとソフト両面の継承・発展を図ってきた川越のケーススタディは、更
に示唆に富んだ事例といっても過言ではないだろう。 
　このペーパーでは、川越市の歴史的発展と経緯、そして観光資源的観点からみた現状を
あらましで捉え、具体的な行政の施策および産官学の連携形態を精査し、更にこれからの
方向性を、公開されている二次資料や、現地でのヒアリング調査をもとに構成しながら「こ
れからの川越」を見据える資料とすることを目的とする。 !!!!
!

 1

 GRIPS文化政策プログラムチーム（ディレクター：教授　垣内恵美子、チームメンバー：研究助手 志村1

聖子、文化政策プログラム及び開発プログラム修士課程：衛藤陽平、岡田麗愛、木村祐輔、中西玲人、中
村翔一、山崎友寛）2015年6月20日作成。



第１章　川越市の概要 !
１．川越市の人口 !
　川越市の人口は、2015年9月1日現在、350,014人であり、男女比はほぼ1：1となって
いる。平均年齢は43.9歳となっており、年代別の構成比は図1の通りである。また、2013
年（平成25年）から過去30年の川越市の人口は継続して増加しており、2008年（平成20
年）からは増加幅が大きくなっている（図2)。2008年（平成20年）までの10年は、自然
増が減少する一方で社会減基調となっており、年平均972人の人口増加であったが、それ
以降は、社会増が自然増を大きく上回ることで、年平均2,404人の増加となっている。な
お、社会増減については、転出先・転入元ともに埼玉県内が約5割、東京都が2割弱となっ
ている。 
　また、1990年（平成2年）から2010年（平成22年）までの昼夜間人口比率については、
流入人口が大きく変化しない一方で流出人口が減少したため、92.8％から97.1％に増加し
ている。流出人口の約52％が埼玉県、約35％が東京都への通勤・通学によるものであるが、
流入人口については約88％が埼玉県内からである。 !

 　　
図1：川越市の年齢構成比  　　　　　　　　図2：川越市の人口の推移 　　　 2 3

!!
２．川越市の地理・交通 !
　川越市は埼玉県の中南部に位置し、面積は109.13k㎡であり、市域のほぼ全域が東京の
都心から半径30km～40km圏内に入る。現在の市域は、基本的には1955年の周辺9村編入
時から変わっておらず、それ以降、平成を含めて合併等はない。市の面積の約3割が市街化
区域、約7割が市街化調整区域であり、地目別では約35％が宅地、約40％が田畑である。
東京都心から近いこともあり、交通アクセスは充実している。鉄道では、JR埼京線に直通
するJR川越線、東京メトロ有楽町線・副都心線に直通する東武東上線、そして西武新宿線
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の3路線が、池袋・新宿・渋谷といった都心のターミナル駅や、直通する都心の地下鉄駅
と川越市の間を結んでいる。また東京メトロ副都心線を経由して、横浜方面の東急東横線・
みなとみらい線へも直通している。自動車でのアクセスについては、関越自動車道の川越
インターチェンジがあり、市内を国道16号が横断しているほか、国道16号・関越道を経由
した圏央道も利用しやすい位置にある。なお、川越市の主な観光エリアは、上述の鉄道3
路線の市街中心部の3駅（川越、川越市、本川越）からおよそ1～2km前後の距離にある。 !

  
図3：川越までの交通アクセス  4!!!

３．川越市の産業 !
　川越市の2011年度市内総生産は、約1兆1625億円であり、そのうち約3割が第2次産業、
約7割が第3次産業によるものであった。また2010年度国勢調査における産業別就業者数
は下図のとおりである。観光と関係の深い商業の年間売上高は、2007年で約7,420億円で
あり、約2,660の事業所で約23,500人が従事している。川越市観光産業部の観光客による
経済効果試算によると、同年の観光客による消費総額は約89億円と見積られており、この
消費額の約2割が交通関連であることを考慮すると、商業の売上げの約1パーセントが観光
関連であることが推測される。下図の通り、観光客による消費金額は以後増加しており、
観光は今後成長が期待される産業分野である。 !!
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!!
  表1：川越市の産業構成 !

  !

  
　　　　　　　                     図4：経済効果試算の推移 !!
４．川越市の歴史 
　 
　「伊勢物語」（平安初期／作者不明）にて「みよしの里」と表され、「みよし野の田の
面の雁もひたぶるに君がかたにぞ寄ると鳴くなる」と歌われた現在の川越一帯は、近世以
降現在も「武蔵野」と呼ばれる四季折々の自然に恵まれた地域である。この地域一帯から
は貝塚なども発見されており、比較的早い時期から住むのに適した土地だったと考えられ
る。特に入間川左岸域には、霞が関地区に古代の役所である入間郡家が想定されるととも
に、官道である東山道武蔵道が通っていた。鎌倉幕府（1192年-1333年）の御家人として
重用された河越氏一族がこの一帯を治め始める頃からその地理的重要性が一層増すことと
なった。 
　その後の室町時代や戦国時代へと続く大名領国制の中で、長禄元年（1457）に、扇谷上
杉の命により家宰の太田道真、道灌親子が河越城を築城した。その後、小田原北条氏の勢
力伸張によりその支城となった。そして徳川家康の入部(1590年)を経て、ここに川越藩が
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置かれ江戸幕府の直轄領となった。その地理的な特性から江戸幕府は江戸の北の守りとし
て川越を重要視し、有力な大名を配置した。 
　そうした大名のひとりである松平信綱は城下町を整備し、水運を中心として江戸との物
流を活性化させた。特に、寛永15年（1635年）の川越大火の後、復興のために整備され
た町割りは、現代の川越の都市の基盤となっている。また、水運（舟運）は新河岸川から
墨田川へと伸び、浅草に物資を運んだあと、復路では川越に江戸の最新の文化をもたらし
たことから、川越は江戸時代の安定期の中で商人の町として発展し、埼玉県一の商業都市
として繁栄した。 
　1893年には、町の3分の1を焼失する大火に見舞われるが、直ちに耐火性を重視して土蔵
造りの店舗を建設しながら現在も残る蔵造りの景観を形成し、「小江戸」と呼ばれる文化
と町並を継承している。 
　市制としては、1922年に川越町と仙波村の区域をもって県内で最初に市制を施行し、川
越市が誕生した後1939年に田面沢(たのもざわ)村を編入、1955年に隣接する芳野村・古谷
村・南古谷村・高階村・福原村・大東村・霞ケ関村・名細(なぐわし)村・山田村を合併し、市
域を拡大するに至り、埼玉県南西部地域の中心都市として発展した。 
　 高度経済成長期経やバブル経済期などを経て川越は、首都圏に位置する「歴史と文化の
まち」として脚光を浴び、古さと新しさが共生し、川越まつり・市立博物館・市立美術館・
多くの文化財や観光資源、そしてNHK大河ドラマ「春日局」やテレビドラマ「つばさ」の
PR効果と相まって、年間およそ600万人の観光客が訪れる、首都圏の歴史観光都市として
の発展もみせている。 !!
５．川越市の観光戦略のあらまし !
　今年度（2015年度）までが計画期間となる、川越市の第三次川越市総合計画では、同市
をとりまく社会環境の変化の認識から、5つの理念からなる基本構想を定めている。その
中では、「先人から受け継いだ歴史と文化を活かし、新たな価値を創造するまち」および
「活力に満ちた魅力あふれるまちづくり」が最重要課題とされ、観光が同市市政において
重要な位置を占めていることがわかる。　 
さらに、今回の現地視察と調査及びヒアリングを経てわかったことは、川越市の観光戦
略は「産官学」、特に産＝民が主導となったユニークな町並み保存活動がその他のステー
クホルダーを触発し、協働に導いたという経緯を無視する事はできないということである。
これに関しては、第3章以降で詳しく述べることとする。 
また、川越市の観光戦略を考える上で、1960年代中頃から1970年代以降のいわゆる都
市化現象に端を発する、川越市中心部における発展や文化発信のあらましを俯瞰する事は、
この町の特異性を把握する上で不可欠な要素であるといえよう。以下に、主な出来事をま
とめる。  5!
＜1960年代～70年代 ＞ 

 5
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都市化により、主要店の移動などにより商業の中心が移る。1970年代前半、大沢家の重
要文化財指定とともに、旧万文（小山文浩の建てた商店（屋号「万文」、現川越市立博物
館分館））の建物の保存問題が起こる。 !
＜1980年代＞ 
姿を変えつつあるまちに危機を感じた有志により 「川越蔵の会」(1983年。2002年NPO
法人化)が発足し、「住民主体のまちづくり」「北部商店街活性化による町並み景観保存」
などをキャッチフレーズにまちづくり運動を展開。 
一番街商店街が町並み委員会を組織し「町づくり規範」を策定。市民により品質を尊重
し、商業との両立を目指した町並み保存と活用が進められる。 !
＜1989年＞ 
NHK大河ドラマ「春日局」ほか、メディアによる「菓子屋横丁」等の取材などを契機と
して観光客が増加。 !
＜1990年＞ 
川越市立博物館が開館して川越を知る情報拠点となる。 !
＜1993年＞ 
一番街の電線類地中化により景観が一変し町の評価を高める。町並みを鑑賞するという
観光のスタイルが普及し、外から訪れる人の声によって市民の景観意識はさらに高まる。 
  
＜1999年＞ 
町並みとしては初のグッドデザイン賞を受賞。国の重要伝統的建造物群保存地区に選定
される。「小江戸」というまちの個性が知られるとともに首都圏に位置することから気軽
に旅行気分を味わえる歴史と文化のまちとして多くの方が訪れる。 !
＜2009年＞ 
連続テレビ小説「つばさ」の舞台として注目を浴びる。 !!
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図5：観光客の推移  6!!

以上のように、1960年代半ば以降の都市化や駅前の大規模開発によって市内商業地の変
容（旧城下町商家街から駅前へ）、そして首都圏への人口流入に伴う川越中心部開発によ
る町並みの変化などを受けて「川越蔵の会」が発足し、歴史的な町並みを生かしたまちづ
くり運動を展開し「町並み委員会」が「町づくり規範」を定め、話し合いにより住民主導
の町並み保存と商業振興をあわせて景観と利便性の向上に努めた。また、NHK大河ドラマ
「春日局」の放映開始直前（1988年）の年間観光客数の約230万人から放送後の約330万
人という飛躍的な観光客数の伸びを背景に、行政においても川越市がそれまでの住民主導
による町並み保存活動を後押しする形で「川越市都市景観条例」を制定し、町並みの保全
を図り、特色ある町づくりや町並みを基軸とした観光振興政策および戦略を描いていく事
となった。 
特に電線類地中化による景観の向上のため、電気・水道・ガス事業者、交通機関への住
民主導の働きかけを市が後押しする形で、学術機関などとも連携しながら推進した事は、
それ自体が先駆的な取り組みであるといえよう。 
政策的には、2006年に成立した「観光立国推進基本法」に基づき、政府が2009年に「観
光立国推進基本計画」を策定した流れ、そして2010年の観光庁の発足を受け、「観光立国」
という言葉が定着し始めたことは、国が掲げる「地域固有の観光資源を保全・育成しつつ、
観光の発展を一過性の現象にとどめないための活用を推進していくこと」や、「地域の伝
統・文化などを活用し、地域住民が誇りと愛着を持つことができる活力に満ちた地域社会
の実現、更に、世界に例をみない水準の少子高齢化社会を活力に満ちたものにしていくた
めに、日本人・外国人を問わない観光による交流人口の拡大」（観光立国推進基本計画よ
り）という目標に合致した政策デザインを、それまでの蓄積を活用しながら川越市が推進
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していくことへの弾みとなっている。  
具体的には、川越市第三次川越市総合計画(後期基本計画分野別計画第4章「産業・光」)
の中で、「更なる観光客誘致」と「滞在型観光の振興」に主眼を置いたハード（観光環境
の整備）とソフト（観光事業の促進）両面からのアプローチが見られる。 
既に一定の結果と評価に結実している従来の「伝統技術や生産現場を見学・体験する産
業観光の創出」や「新河岸川舟運の歴史・文化を後世に伝える観光舟運事業の推進」を継
続すると共に、社団法人小江戸川越観光協会と協力した、「外国人観光客の誘致を目的と
した観光ルネサンス事業」も更に進化させていくことを盛り込んでいる（同市後期基本計
画抜粋。参考資料1参照）。 
一方、ハード面に照準をあてた「観光環境の整備」では、現状の「観光時間半日以上の
観光客割合」を現状の54％から70％まで向上させる事を目標（同後期基本計画）とし、①
更なる駐車施設の整備、②環境を意識した移動手段の提供（「パーク&ライド」や「レン
タサイクル」）、③まちの駅機能を中心とした歴史的建築物の活用、④観光案内所や休憩
エリアの充実、⑤周辺自治体との更なるネットワークによる広域観光ネットワークの充実
等を通じて、今後の更なる魅力創出と観光インフラ整備を図っていくものと推察できる。 
こうした施策を計画・実行していく上で市民の理解と協力を得る事は必要不可欠である
ことは自明であるが、官民に加えて市内に４大学機関を有する川越市が培ってきた産官学
の協働の枠組みがこの先の町づくり、保存継承活動、そして観光産業振興にどの様な形で
寄与するかは、今後も注目されるところである。 !
!
＜参考資料1＞ 
!
（１）観光事業の企画・推進 
　　①農業、商工業との連携を深め、産業観光の更なる振興を関係機関と企画・推 
　　　進します。 
　　②新河岸川を活用した観光舟運事業の推進、伊佐沼など水辺空間を活用した回 
　　　遊ルートの開発を図ります。 
　　③地域の特性を生かした新たな観光資源を発掘・活用することにより、観光エ 
　　　リアの拡大を図り、リピーターの確保、滞在型観光の増進を視野に入れた事 
　　　業を推進します。 
　　④川越まつりなど既存の観光事業の内容を充実するとともに、郷土芸能の伝承 
　　　と保存に取り組んでいきます。 !
（２）ＩＣＴによる観光情報の提供 
　　「小江戸川越」のＰＲを広範囲で行うため、ＩＣＴの活用を積極的に進めるとと 
　　もに、内容の充実、定期的な情報発信を推進します。 !
（３）外国人観光客の誘致 
　　　外国人観光客へ向けた観光情報の提供・ＰＲに加え、旅行エージェント等関係 
　　機関と協力し、外国人観光客の誘客を促進します。 
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第２章　川越市の都市計画 
!
１．川越市都市計画マスタープラン（2000年策定）の概要　 !
市政100年となる2022年（平成34年）に向け、「豊かな自然と暮らしやすさを創造する
美しいまち川越」を将来都市像とし、都市計画の指針となる「川越市都市計画マスタープ
ラン」が作成された。そして、「住と文化と職が共存・共生するまちづくり」、「都市と
集落が共存・共生するまちづくり」、「歴史・自然と活力が共存・共生するまちづくり」
の3つが目標として掲げられた。 
また、将来の都市構造については、以下のように「地域特性や魅力を生かした都市機能
の配置と連携」と「豊かな自然・歴史資源の享受」という2本柱で考えられており、都市の
骨格を明確にするとしている。 !
（１）地域特性や魅力を生かした都市機能の配置と連携 
①都市活動軸の設定→「道路を中心とする都市軸」と「鉄道を中心とする鉄道軸」

の2つの軸に分けてそれぞれ強化する。 
　　②拠点の形成と生活圏の形成 
　　　・地域活動の中心となる拠点の形成 

→「都市核」、「地域核」、「生活核」、「産業拠点」に分けてそれぞれ充実
させる。「都市核」についてはさらに、「都市的活動核」(三駅周辺地区)と、
「歴史・水・緑の核」(伝統的町並みが見られる地区)に分けて考える。 

（２）豊かな自然・歴史資源の享受 
・自然環境の骨格づくり 

!
図6：市街地整備の方針図 　 7
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!
なお、都市計画マスタープランの実現に向けては、市民、企業、行政が目標を共有し、役
割を分担し、それぞれが役割を果たすという、三者の協働が不可欠である。そのため、協
働による町づくりを進めるために「川越市地区街づくり推進条例」が策定された（参考資
料2）。主な内容は、地区街づくり協議会、地区街づくり計画、及び街づくり重点地区で
ある。 !
＜参考資料2＞ 
川越市地区街づくり推進条例　［抜粋］ 
!
(目的) 
第一条　 この条例は、地区街づくりに関し、市民、事業者及び市の責務を明らかにすると
ともに、地区街づくり計画の認定、街づくり重点地区の指定その他地区街づくりの推進に
ついて必要な事項を定めることにより、市民、事業者及び市が協働して行う地区街づくり
の推進を図り、もって地区の特性を生かした個性的で魅力ある街の実現に寄与することを
目的とする。 !
(定義) 
第二条　 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに
よる。 
一　地区街づくり　市内の特定の地区において行われる当該地区の特性を生かしたまちづ
くりに関する活動であって次に掲げるものをいう。 
イ　適正かつ合理的な土地利用の促進を図るもの 
ロ　良好な景観の形成又は風致の維持若しくは向上を図るもの 
ハ　地区の防災、安全、衛生その他の生活環境に関する機能の保持又は増進を図るもの 
ニ　 公園、広場、街灯、植栽等の整備及び管理その他の地区住民等又は来訪者の利便の増
進を図るもの 
　　【略】 !
(市民の責務) 
第三条　 市民は、自らが主体的に地区街づくりに取り組むことの重要性に関する理解を深
め、市民相互の協力により、地区街づくりに積極的に取り組むよう努めるものとする。 
2　 市民は、市が実施する地区街づくりの推進に関する施策に協力するよう努めるものと
する。 !
(事業者の責務) 
第四条　 事業者は、その事業活動に関し、市民による地区街づくりを尊重するとともに、
地区街づくりに積極的に取り組むよう努めるものとする。 
2　 事業者は、市が実施する地区街づくりの推進に関する施策に協力するよう努めるもの
とする。 !
(市の責務) 
第五条　市は、地区街づくりの推進に関する施策を策定し、及び実施するものとする。 
2　 市は、前項の施策を策定し、及び実施するに当たっては、市民の意見を反映させるよ
う努めるものとする。 !
(地区街づくり協議会の登録等) 
第六条　地区街づくりを推進しようとする者は、地区街づくりを行うための団体を組織し、
地区街づくり協議会(以下「協議会」という。)として市長の登録を受けることができる。 
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第３章　川越市中心市街地におけるまちづくりの系譜 !
１．川越まちづくりの歴史 !
現在まちづくりの成功事例としてあげられることの多い川越市におけるまちづくりの状
況を分析する上で、その歴史的な推移を見ることは重要である。 
本章では、「川越まちづくり」を考える上で、重要なポイントとなっている事象に焦点を
当て、その内容について簡単に紹介する。 
なお、対象期間は、川越発展の基礎が作られた1970年代以降から2000年代の約30年間と
し、全体を3つの時代に分ける。分け方としては、1970年代から80年代初頭までを「伝統
的町並み保存の動き」、80年代から90年代初頭までを「町並み形成のための体制形成期」、
90年代から2000年代までを「町並み・界隈形成期」としている。  !!

表2：川崎まちづくり年表 

年代 出来事

1975 伝統的建造物群保存地区保存対策調査

1976 伝建調査報告書「蔵造りの町並み」発行

1978 マンション建設反対運動

1982 「川越の町並みとデザインコード」報告書

1983 「川越蔵の会」発足

1986
川越一番街活性化モデル事業調査（コミュニティーマート構
想）

歴路事業調査

1987
都市景観審議委員会議発足

町並み委員会発足

1988
「町づくり規範」の制定

都市景観条例制定

1989
都市景観条例施行

歴路事業整備開始

1991
歴路事業　菓子屋横丁通り整備

都市景観形成基本計画

1992
歴路事業　養寿院・長喜院門前通り整備

歴路事業 電線地中化事業（一番街）

1993 公共デザイン指針策定

1994 歴路事業 電線地中化事業（かねつき通り）
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!!
１．１．伝統的町並み保存の動き　1970年代から80年代初頭 
1970年代の川越は、町の賑わいが川越駅周辺に動いていく中で、従来の中心的な商店街
であった駅の北部に位置する一番街通りでは、店は開いているものの、歩行者がほとんど
歩いていない状況で、衰退の一途をたどっていた。更に、周辺地区において、高層マンショ
ンの建設が行われるなど、町並みの現代化が進むと同時に、この地区独自の伝統的な蔵の
風景が次々と姿を消していくこととなっていた。 
このような状況の中で、急速に変わる川越の風景に危機感を覚えた川越市や地元の青年
会議所関係者などが伝統的な町並みの保存に向けた活動を行うこととなるのだが、1978年
に一番街通り周辺において計画された高層マンションの建設が大きなターニングポイント
となっている。この計画は、蔵の保存を主張する周辺住民による高層マンションの建設反
対運動を巻き起こした。最終的に、マンション建設は予定通り実施されることとなってし
まい、伝統的町並みの背後に高層マンションが立地するという町の景観を激変させてしま
うような事態が発生したのである。 
しかし、この運動を通して、町並み保存に携わる関係者は、歴史的環境の保全と都市計
画の間にある大きなギャップを強く認識させられることとなり、その後の町並み保存の進
め方を考える上で大きな契機となっている。 !
１．２．町並み形成のための体制形成期　1980年代から90年代初頭 
　1983年に設立された「川越蔵の会」は、マンション建設の反対運動などを通して様々な
経験をした一番街通りの関係者が、自分たちの力で川越の伝統的な町並みを保存していこ
うという思いのもと、地元有志や青年会議所関係者、専門家、学識経験者などを集めて結
成した市民団体である。この団体は、変わりゆく伝統的な蔵の町を如何にして保存してい
くか、また如何にして様々な活動につなげていくかなどを考える場として有効に機能して
いる。 
2002年にNPOとして法人登記も行っており、今なお川越の賑わい形成に大きな役割を担っ
ている。 下表にて、現在行っている「NPO川越蔵の会」の活動内容について、次項に記す。! !

1998 川越市伝統的建造物群保存地区保存条例施行

1999
中央通り線の都市計画変更

重要伝統的建造物群保存地区選定

2001 歴路事業　大正浪漫夢通り線完成

2002
歴路事業　行伝寺門前通り線完成

屋外広告物条例制定

2013 川越市歴史的維持向上計画が認定される

2014 川越市都市景観条例が景観法委任条例化

2014 景観法に基づく川越市景観計画策定
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表3：特定非営利活動法人　川越蔵の会　概要 

!! !
一方で、町並み保存活動を考える上では、1986年に採択された一番街通りの「コミュニ
ティ・マート構想モデル事業（以下「コミュニティ・マート構想」）」も重要である。 
コミュニティ・マート構想とは、衰退する商店街を暮らしの広場として活性化させるこ
とを目的として始まった国の補助制度である。 !!

表4：コミュニティ・マート構想モデル事業　概要 

!
　 !

発足年月 1983年  5月　市民団体として発足	
2002年12月　特定非営利活動法人化

会員数 約200名　（2015年6月末）

活動目的 地域に根ざした市民としての自覚を持って、まちづくりをみずから実践する
とともに、住民が主体性を持って行うまちづくりの支援を行うことによっ
て、地域社会の発展に寄与すること。

主な活動 ①まちづくりデザイン活動	
　・市民へのアドバイス：伝統的家屋の修復、町並みにあう新築などの	
　　相談	
　 ・商店街へのアドバイス：歴史的景観を活かしたまちづくりに向けたル
ールの制定、専門家としての様々な指導・アドバイス	

　・建築設計コンペの開催・協力	
　・川越市への提言等	
②まちづくりのイベント開催	
　・川越の文化を育む活動：お茶会、除夜の鐘や町並みライトアップ、かる
た制作など	

　・アートイベントの開催：空き家を活用した写真展、建築展など	
③伝統的建造物の保存活動	
　・川越市内の伝統的建造物に対する保存運動	
　・伝統的建造物の記録保存・実測調査など	
④広報及び啓蒙活動

開始年度 1985年

目 的 ・ 内
容

・商店街を単なる買い物の場としてではなく、地域住民の憩いの場、ある
いは社会的文化的な幅広い視点からの「暮らしの広場」としてとらえ、
それを育成していくことが目的	
・モデル地域を選定し、その地域の調査・計画案の作成に対して補助金を	
拠出
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!!
一番街通りでは、この構想において、「小江戸川越、歴史と文化のメッセージを伝える
街づくり」をテーマとして掲げ、主に4つの活性化策を報告書としてまとめている。 
①「町並み委員会」を作って「町づくり規範」を策定する②規範に基づいて店舗を整備
する③共同施設としてポケットパーク、電線地中化などを整備する④人寄せの核となる施
設としてお祭り会館を建設する、などである。 その後、 報告書に基づき、1987年に「川
越町並み委員会」が発足、1988年に「町づくり規範」の制定が行われている。 
なお、「町並み委員会」及び「町づくり規範」の概要については、以下に記す。 !!

表5：川越町並み委員会　概要 

!!
表6：川越町づくり規範　概要 

!
以上の通り、「蔵の会の発足」、「コミュニティ・マート構想への参加」、それに付随
する「町並み委員会の発足」「町づくり規範の制定」が、川越における体制形成期の重要
な動きであり、これらは1990年代以降の実際の町並み形成に大きな影響を与えているとこ
ろである。 !!!!

発足年月 1987年9月　商店街の会員から著名捺印をもらい発足

組織体制 委員25名（商店街8名、自治会8名、蔵の会5名、学識専門家4名）	
川越市景観課、商工会議所もオブザーバー参加

活動内容 ・当初の目的としては、町づくり規範の制定	
・現在は、月一回の例会にて、地区内の景観上の変更について、全て図面
を添えて検討、助言及び提案の実施を行っている。なお、景観上の変更と
は、新築から塀に至るまで、その高さや色などについて対象としている。	
・さらに現在は、都市景観条例に基づく「都市景観推進団体」に位置づけ
られ（2015年3月）、伝建地区における住民が主体となった事前審査を行
っている。

制定年月 1988年　川越町並み委員会の議論を経て制定

特徴 ・自主的なまちづくりの推進を図るため、原則として禁止型ではなく、提
案型で規範が設定されている。	
・川越の都市としての位置づけ、住まい方、都市をつくる考え方に始まり、　
　建築形態、デザイン要素、店舗づくりに至るまで、67項目で構成されて	
　いる。
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２．道路・街路関連事業 !
２．１．歴みち事業（歴史的地区環境整備街路事業）調査と事業内容 
本事業は、歴史的町並みや史跡等の保全・整備に併せて、歴史的地区の交通環境を整備
することにより、魅力あるまちづくりを推進することを目的とした国土交通省所管の事業
である。事業の内容は、歴史的町並みや史跡など卓越した歴史的環境の残る特定の地区に
おいて、地区の将来的な基本構想と地区道路の整備計画を策定し、これに基づいて地区道
路を国庫補助の都市計画街路事業として整備するものであり、その対象地区は以下の要件
に該当するものとしている。 !
①伝統的建造物群保存地区を含む地区あるいは国指定文化財（建物および遺跡）などを 
含む地区のような歴史的環境に卓越した地区 
②地区への集中交通、通過交通を適正に誘導し、また歴史的みち筋などの整備を図るこ 
とにより、歴史的環境の保全、居住環境の改善を図る必要性のある地区 
③幹線街路などに囲まれたひとまとまりのある地区 !
川越市は1986年、「歴みち事業調査」を行い歴史的価値のある地域130haを事業エリア
とし，エリアのメイン通りである、“中央通り”の拡幅を伴わない道路整備や通りの通過交
通の削減を目的とした4車線バイパスの整備の重要性、また景観環境を整えるための景観
条例の整備の提案、さらにはサブルートを含めた通りの電線地中化などを計画に盛り込ん
だ。この計画に基づき、1990年から事業を開始する。 !

  
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　図7：町並みの変化  8!!!!
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  「川越市歴史的風致維持向上計画」79頁、http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/8

toshi_machizukuri/machizukuri/toshikeikan/rekishikiteki/ijikojokeikaku.files/05rekimachi-
3syou27.pdf、2015年6月19日確認。

http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/toshi_machizukuri/machizukuri/toshikeikan/rekishikiteki/ijikojokeikaku.files/05rekimachi-3syou27.pdf


　　　　　　　表7：歴史みち事業（ハード）の内容               （2013年度末現在）  

　　　　　　　　　 
                                                                           
２．２．重要伝統的建造物保存地区の指定と都市計画道路（中央通り）の計画変更 
伝統的建造物保存地区（以下伝建地区）とは、文化財保護法第143条第1項または第2項
の規定により、周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群で
価値が高いもの、およびこれと一体をなしてその価値を形成している環境を保存するため、
市町村が地域地区として都市計画もしくは条例で定めた地区であり、中でも特に価値が高
いとして、国が選定したものを重要伝統的建造物保存地区という。 

                                図8： 歴史的地区環境整備事業整備図  9

事業内容 電線地中化・高質化舗装

通り名（都市計画道路） 整備延長 完成年度

中央通り 2006年

菓子屋横町通り 100m 1990年

養寿院門前通り 120m 2007年

長喜院門前通り 130m 2007年

行伝寺門前通り 100m 2001年

鐘つき通り 180m 2002年

大正浪漫夢通り 260m 2003年

寺町通り線 430m 2007年
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本地区（図8：赤枠）は、1999年に都市計画決定され、同年、国の重要伝建地区に選定
された。1983年の「川越蔵の会」発足や、平成2年からの歴みち事業の着手にもあるよう
に、中央通り周辺の歴史的保存の活動が進む中、当該歴史的地区に高層マンションの建設
計画が浮上し、地域住民は建設の防止策として、伝建地区の指定を目指すことになる。し
かし、中央通りが都市計画道路として指定されていたことを理由に伝建地区の指定はでき
ない状況にあった。 
歴史的地区を南北に縦断する中央通り（図8）は、現在の保存地区の太黒線の幅を拡幅
する計画として1962年に都市計画（現況9ｍ～11ｍ⇒20ｍに道路拡幅）がされたが、拡幅
予定の場所には、沿道に蔵が残り、蔵の町並み保全と都市計画決定とが互いに整合してい
なかった。しかし、地域住民と市が協力し、中央通りの交通負荷を減らすバイパス計画を
実現すること等により、国の同意を得て1999年に都市の変更（20ｍ⇒12ｍ）を決定した。
また同年に重要伝統的建造物保存地区にも指定された。当時、都市計画道路の規模縮小は
全国的にも稀なケースであったが、これにより蔵の町の保存に繋がったといえる。そして、
既述の通り、同年、重要伝統的建造物保存地区に選定された。 !!
３．川越市景観計画 !
３．１．川越市景観計画までの経緯 
川越市では良好な都市景観の保全・創造を目的として2014年7月に景観計画が策定され
た。川越市におけるこれまでの景観行政の施策経緯を以下に記す。 !
３．２．川越市景観計画の目的と位置づけ 
川越市景観計画では本計画の目的を以下のように定めている。 !
「自然に育まれ、歴史や文化に培われた人々の営みにより形成されてきた良好な都市景
観を、市民との協働により、保全、育成及び創造をしていくことにより、魅力あふれ
る快適な都市の実現を目指すことを目的とする」 ! !!!!!!! !!

図9：計画の位置づけ  10
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 川越市景観計画、5頁、https://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/toshi_machizukuri/10

machizukuri/toshikeikan/keikankeikaku.files/keikankeikakuyouyaku.pdf、2015年6月19日確認。

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/toshi_machizukuri/machizukuri/toshikeikan/keikankeikaku.files/keikankeikakuyouyaku.pdf


３．３．景観計画の区域と区分 
景観計画の区域として川越市全域が定められ、市内全域を「都市景観誘導地域」と「都
市景観形成地域」に区分し、それぞれに届出対象行為と都市景観形成基準を定めている。 
ここで、「都市景観誘導地域」は、「川越市都市景観条例」に基づき主に大規模な建築
物や工作物を対象として、地域の景観特性を考慮しながら良好な都市景観の形成を図る地
域、また、「都市景観形成地域」は「川越市都市景観条例」に基づき歴史的町並みが残る
旧城下町や現在の中心である駅周辺など、川越の特色をあらわす地域やこれからの川越を
創出していく地域とされている。 !!
３．４．都市景観の形成に関する方針と行為（法第8条第3項） 
本計画では「都市景観形成地域」において、良好な都市景観の形成を図るため都市景観
の形成の目標を踏まえ、以下の方針を満たすものとしている。 

 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
図10：計画の区域・区分  11!!
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 前掲書、6頁。11



!
 !!!!!!!!!!!!!!! !

図11：景観形成の方針  12!!!
３．５．地区の特徴及び都市景観形成基準（法第8条第2項第2号） 
本計画においては、「都市景観誘導地域」及び3区域の「都市景観形成地域」ごとに、
それぞれの地区特性に応じた規制基準（形態・意匠、色彩、壁面位置、屋外広告物等）を
設けている。 !!!!!!!!!!!!!
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 前掲書、9頁。12



　　　　　　　　　　　　表8：都市景観形成地域概要  13

!!!!!

地域名
川越駅西口地区	
都市景観形成地域

川越十ヵ町地区	
都市景観形成地域

クレアモール・八幡通り・	
中央通り周辺地区	
都市景観形成地域

!!!!!!!!!!!!

面積 約4.9ha 約78.0ha 約52.0ha

地区概
要

川越駅西口と国道16 号線を結
ぶ地域に位置し、都市計画道
路川越駅南大塚線が地区を縦
断している。用途は、近隣商
業地域と第2 種住居地域、準
住居地域となっており、川越
駅西口（第二工区）土地区画
整理事業により整備され、地
区計画も定められている。

川崎市の中心市街地の北部に
位置し、地区名称は、城下町
時代の町割りである「十ヵ町
四門前」に由来。	
伝統的町家をはじめとする歴
史的な建造物が数多く残り、
川越市川越伝統的建造物群保
存地区と一体となり、歴史的
な町並み景観を形成してい
る。用途は、商業地域及び近
隣商業地域の商業系用途と第
1 種住居地域の住居系用途か
らなり、住商が混在してい
る。建築物の規模は、一部で
高層化が進んでいるが、多く
は２階建てが主体の低層で高
密度の町並みを形成されてい
る。

川崎市の中心市街地の南部に
位置し、川越駅と本川越駅を
核とした商業地と住宅地から
なる。クレアモール周辺地区
は、本市の中心商業地 を形成
している。八幡通り周辺地区
は、豊かな緑の八幡神社と戸
建ての住宅地からなってい
る。中央通り周辺地区は、通
りに面した商業地とその西側
の住宅地からなっている。近
年、クレアモール周辺を中心
に高層マンションも増え、景
観の変化が大きい。

�
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 川越市ホームページ「都市景観形成地域」より抜粋、http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/13

toshi_machizukuri/machizukuri/toshikeikan/keikankeisei/keikankeiseichiiki.html、2015年6月19
日確認。

http://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/toshi_machizukuri/machizukuri/toshikeikan/keikankeisei/keikankeiseichiiki.html


４．都市再生整備計画事業（旧まちづくり交付金）の概要 !
まちづくり交付金を得て、対象面積を486haとし、2005年度から2009年度にかけ都市
再生整備計画の第1期が行われた。「自然と歴史を活かし、市民が安全・快適に暮らせる
まちの形成と魅力的な都市空間の創出を目指して、中心市街地の活性化を推進する。」と
いう大目標の下、以下の3つの目標が掲げられた。 
①既存の歴史的建造物等の保全・活用を図り、市民や観光客、買い物客等が憩い、集う
「核」となる施設を整備することにより、市街地の賑わいを増進する。 
②川越駅、川越市駅、本川越駅間の連携を強化するとともに、各駅へのアクセス性の向
上を図ることにより、鉄道利用者の利便性の向上を目指す。 
③三駅周辺の中心商業地区及び歴史的町並み地区の街路整備を進めることにより、道路
交通の円滑化を図るとともに、地区間の連携強化を推進する。また、安全・快適な歩
行者ネットワークを形成することによって、良質な都市空間を創出する。 !

　また、以上の目標を達成するため、以下の2つの方針が掲げられた。 
　 
　 ①3駅周辺地区の道路等の整備を推進し、駅及び北部の歴史的町並み地区へのアクセス
性を向上させるとともに、中心市街地の活性化を誘発する魅力的な核施設を整備する。!

　 ②伝統的建造群保存地区を含む北部地区の道路整備を推進するとともに、本市の観光拠
点である歴史的町並み地区の活性化を図る。 !
以上の目標、方針のもと、道路事業、川越城中ノ門堀跡整備事業を基幹事業として実施
した結果、休日の歩行者の通行量は12時間当たり10,850人(2004年)から15,174人(2009年)
へと増加、商業・観光施設利用者数は年418,000人(2003年)から627,000人(2009年)へと
増加し、いずれも目標を達成した。一方、主要駅間の乗り継ぎ所要時間については、短縮
できなかった。 
その後、対象面積を265haとし、第1期の目標、方針を引き継ぎ、2010年度から始まっ
た第２期都市再生整備計画は、2014年度に終了した。 !!!!!!!!!!!!!
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第４章　蔵の町のこれから～フィールドトリップを通して～ !
１．伝統的蔵の町エリアと駅前中心市街地エリアのこれから !
川越市は、ＪＲ川越線、西武新宿線、東武東上線の鉄道3路線がクロスする交通の要衝
であり、駅間を相互に繋ぐ駅前通りには中心市街地が形成され、多くの店舗が並んでいる。
一方、駅から北へ1キロ離れたところには、歴史ある蔵が並ぶ伝統的建造物群保存地区が
あり、東京圏でも有名な観光スポットとなっている。この2つの町の距離は1キロ程度であ
り、かつ共に大勢の人が往来しているものの、訪れる人々の目的は異なる。中心市街地は、
地域や周辺市町の人々の買い物が場であるのに対し、蔵の町は、県外や市外からの来訪者
が楽しむ観光の場である。中にはアジアを中心とした観光客も多い。 !
２．人の流れを生むまちづくり !
先述のとおり、蔵の町は東京圏を代表する観光地として、歴史的町並みの保存や電線地
中化、石舗装等による景観形成は長年の活動の賜物であり、まちづくりは高い水準で成熟
していると感じる。しかし蔵の町は、鉄道駅から1キロ程度しか離れていないにも関わらず、
観光バスやマイカーで訪れる人も多く、また観光のメイン通りは、地域の生活道路として
中心市街地へのアクセスにも利用されていることから、休日は慢性的に渋滞が発生してい
る。中心市街地の賑わいと伝統ある蔵の町の集客、そしてこの2つの町のアクセスを改善し、
交通のマネジメントをしていくことが重要である。 
川越市では、2つの町を繋ぐ道路の沿道において、事業所の廃業等による広大な空間を
買収した。この2つの空間は、歴史ある地元の酒蔵と地元の名産川越唐桟をはじめ織物全
般を扱った織物市場（1910年開業、大正初めに廃業）の跡地で、これらはともにマンショ
ンの建設予定地であったが、住民の反対運動により、市が買収したものである。そのうち、
酒蔵は、現在、小江戸蔵里として地元品の物販やレストラン、地域の人も買い物できる商
店としての機能を持つ。また織物市場についても、歴史的な建造物を活かし、イベント等
も開催できる空間として、今後整備を進めようとしている。これらの2つ空間、施設は2つ
の町の中間に位置し、地域住民や観光客の双方が訪れ易い機能を持つことで、観光客と生
活住民の交流可能なゾーンとして機能することが望まれている。川越は江戸時代から続く
歴史ある施設が今尚残っており、今後も市が主導で2つの町を繋ぐ中間エリアに新しい拠
点が作られていくことが期待される。 !
３．生活圏と観光圏の同居（多様な人間が住む地） !
蔵の町と駅前中心市街地には共通点がある。それは、商店街や蔵の町の周辺にマンショ
ンが立地していることである。川越は都心のベットタウンとしての顔を持つ。交通の要衝
となった昭和30年代から人口は増加し、現在では駅前周辺はもちろん、蔵の町の周辺にも
マンションが多く建設されている。中心市街地に訪れる人、観光に訪れる人、新しくマン
ションに住む人、古くからいる人、これら多様な人々が混在する町でもある。休日は観光
客や中心市街地の買い物客、平日は学生（川越市街地周辺は高校、大学が多い）がこの小
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さなエリアに異なった目的で多くの人々が混在することで、常に人の流れが絶えない。 !
４．郷土愛と自らが楽しむ活動の推進 !
伝統的建築物の保存・整備や、町が一体となって推進した美しい景観づくりは、多くの
観光客を惹きつけ、観光地としての川越の発展に結実した。その一方で、全国の他の有名
な観光地と同じく、価値の高い観光地となった蔵の町には、市外・県外資本の店舗が進出
してきており、ソフト面での均一化も懸念される状況となっている。観光地としてのブラ
ンド価値と地元の独自色をいかに両立させるかが現在進行形の課題であろう。 !
 

!!!!
 

! !
図11：2つのまちを繋ぐ新たな拠点概念図 !!!!!!!!!!!!!!!
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旧 川越織物市場

旧 鏡山酒造



参考資料 !
・川越市公式ウェブサイト 
　http://www.city.kawagoe.saitama.jp/index.html、2015年1月23日確認。 !
・川越一番街商店街ウェブサイト 
　http://kuradukuri.com/、2015月1月23日確認。 !
・特定非営利活動法人川越蔵の会ウェブサイト 
　http://www.kuranokai.org/home.html、2015年1月23日確認。 !
・加藤忠正「川越－伝統を活かしたまちづくりと地域再生」川越市教育委員会文化財保護 
　課、全日本自治団体労働組合ウェブサイト 
　https://www.jichiro.gr.jp/jichiken_kako/report/rep_tokushima29/jichiken/3/3_1_0　 
　1.htm、2015年1月23日確認。 !
・澤崎貴則、藤井聡、羽鳥剛史、長谷川大貴「『川越まちづくり』の物語描写研究－町並 
　み保存に向けたまちづくり実践とその解釈－」土木学会論文集F5、Vol.68,No.1、 
　1-15、2012年。 !
・川越市発行資料「川越市都市計画マスタープラン」。 !
・川越市発行資料「街づくりをしてみませんか？」。 !
・1985年（昭和60年）版中小企業白書。 !!!
謝　辞 
!
2015年1月24日のヒアリングを担当していただいた川越市都市景観課の荒牧氏は、小江戸
川越の景観整備に自治体の立場から十数年にわたり携わっている専門家である。郷土愛に
溢れる住民主体の活動を行ってきたＮＰＯ蔵の会のメンバーとしても活躍されている。 
今回の調査に快くご協力いただいた荒牧氏に、ここに記して感謝申し上げます。 

 24

https://www.jichiro.gr.jp/jichiken_kako/report/rep_tokushima29/jichiken/3/

